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教育長
西岡 惠三

町長
中井 幸充

副町長
明石 典男

町　　　章
昭和35(1960)年８月26日制定

明和の頭文字の「明」を「日」と「月」で表し、日は「威厳」、月は「慈愛」

を意味し、天体のごとく丸く高く発展と向上を表しています。

また「月の直径は３、日の直径は２の割合、マークの太さは月の直径の12分

の１」と定めています。

わ
た
し
た
ち
の
町
「
明
和
町
」
は
、
昭
和
33
年
、
三
和
町
と
斎
明
村
が
合
併
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
20
年
９
月
３
日
に
「
町
制
50
周
年
」
と
い
う
記

念
す
べ
き
日
を
迎
え
ま
す
。

50
年
と
い
う
半
世
紀
に
も
わ
た
る
長
き
年
月
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
昭
和
34
年
の

伊
勢
湾
台
風
襲
来
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
と
苦
難
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

乗
り
越
え
、
今
日
の
明
和
町
に
至
っ
て
い
ま
す
。
先
人
皆
様
方
が
心
血
を
注
ぎ
、

夢
と
情
熱
を
抱
い
て
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
ま
れ
た
成
果
が
、
今
こ
こ
に
あ

る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

50
歳
の
明
和
町
は
、
人
生
に
例
え
れ
ば
ま
さ
に
「
壮
年
期
」
を
迎
え
ま
し
た
。

壮
年
期
を
迎
え
た
明
和
町
に
と
っ
て
、「
住
民
力
」「
財
政
力
」
そ
し
て
「
組
織
力
」
、

こ
の
３
つ
の
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
和
町
の
将
来
を
見
据
え
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
・
町
議
会
・
行
政
が
一
体
と
な
り
、
町
が
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
の

第
一
歩
を
踏
み
だ
し
、
と
も
に
歩
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
行
政
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
広
く
町
行
政
に
反
映
し
、
安

全
と
安
心
の
確
保
、
ま
た
、
商
工
業
・
農
漁
業
の
振
興
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
、

将
来
を
担
う
若
い
人
た
ち
が
存
分
に
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
構
築
す
る
と
と
も

に
、
「
元
気
な
ま
ち
・
信
頼
さ
れ
る
ま
ち
・
み
ん
な
が
誇
れ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
て
、
開
か
れ
た
各
種
施
策
の
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

明
和
町
の
50
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
そ
し
て
将
来
へ
の
更
な
る
発
展
を
望
み

「
広
報
め
い
わ
町
制
50
周
年
記
念
号
」
発
行
に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

元元
気気
なな
まま
ちち

信信
頼頼
ささ
れれ
るる
まま
ちち

そそ
しし
てて

みみ
んん
なな
がが
誇誇
れれ
るる
まま
ちち

明明
和和
町町
をを
目目
指指
しし
てて

広報めいわ
町制50周年記念号
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本
年
、
わ
た
し
た
ち
の
町
「
明
和
町
」
が
、
町
制
施
行
50
周

年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
る
こ
と
を
、
町
議
会
議
員
一

同
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
高
度
情
報
化
の
進
展
、
環
境
や
災
害
な
ど
安

心
と
安
全
の
必
要
性
、
そ
し
て
地
方
分
権
や
国
の
三
位
一
体
改

革
の
本
格
化
な
ど
、
今
、
地
方
自
治
体
は
か
つ
て
な
い
「
変
革
」

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
町
政
の
基
本
姿
勢
は
、
町
民
皆
さ
ん
の
生
活
が
起

点
で
あ
り
ま
す
。
町
議
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望

を
伺
い
な
が
ら
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
明
和
町
の
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
そ
の
使
命
と
責
任
を
果
た
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
、
町
民
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
、
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
今

後
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大和谷 正

無所属

副議長

阪井 勇男

無所属

松 島 j

無所属

小林 茂之

無所属

間宮 一彦

無所属

伊豆千夜子

無所属

土屋 吉昭

無所属

上 田 清

無所属

乾 良 市

無所属

中 村 修

無所属

北 岡 泰

公明党

脇田 千秋

共産党

（順不同、敬称略）

議　長

森島 啓之

無所属

広報めいわ
町制50周年記念号

町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
て

町町
政政
のの
基基
本本
姿姿
勢勢
はは

皆皆
ささ
んん
のの
生生
活活
がが
起起
点点

町
議
会
議
員
一
同
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昭
和
33
年
９
月
３
日
、
三
和
町
と
斎
明
村
が
合
併
し
て
「
明
和

町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

古
く
は
江
戸
時
代
、
明
和
町
は
皇
大
神
宮
領
・
鳥
羽
藩
・
紀
州

藩
・
津
領
に
４
分
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
穀
物
の
生
産
や

漁
業
が
盛
ん
で
、
の
ど
か
な
農
漁
村
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

明
治
４
年
の
廃
藩
置
県
で
は
度
会
県
に
属
し
、
同
９
年
の
改
廃

に
よ
り
三
重
県
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
22
年
の
市
町
村
制
度
実
施
で
、
大
淀
村
（
大
正
13
年
に
大

淀
町
と
な
る
）
・
上
御
糸
村
・
下
御
糸
村
・
斎
宮
村
・
明
星
村
が

生
ま
れ
、
松
阪
市
の
旧
東
黒
部
村
と
と
も
に
、
６
カ
村
で
多
気
郡

の
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
28
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
町
村
合
併
促
進
法
が
失
効

（
昭
和
31
年
９
月
30
日
）
す
る
ま
で
の
間
、
県
下
で
数
多
く
の
市

町
村
合
併
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

明
和
町
は
、
昭
和
33
年
９
月
３
日
に
三
和
町
と
斎
明
村
が
合
併

し
て
で
き
ま
し
た
が
、
三
和
町
は
、
そ
れ
以
前
の
昭
和
30
年
４
月

１
日
に
、
大
淀
町
・
上
御
糸
村
・
下
御
糸
村
が
合
併
し
て
で
き
て

い
ま
す
。

一
方
、
斎
明
村
は
昭
和
30
年
４
月
15
日
に
斎
宮
村
と
明
星
村
が

合
併
し
て
で
き
、
さ
ら
に
昭
和
31
年
１
月
15
日
に
小
俣
町
新
村
の

明
和
町
の
生
い
立
ち

K
５
つ
の
村
が

段
階
的
に
合
併

わ
た
し
た
ち
の
町
「
明
和
町
」
に
は
、
緑
豊
か
な
丘
陵
地
・
森

や
農
地
、
そ
し
て
白
砂
青
松
の
海
岸
地
帯
な
ど
の
豊
か
な
自
然
と
、

伊
勢
神
宮
ゆ
か
り
の
国
史
跡
「
斎
宮
跡
」
を
は
じ
め
と
し
た
歴
史

文
化
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

町
の
大
半
の
面
積
を
占
め
る
農
地
で
は
、
米
や
ト
マ
ト
・
イ
チ

ゴ
・
ダ
イ
コ
ン
な
ど
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伊
勢
湾
沿

岸
地
域
で
は
、
ア
サ
リ
や
バ
カ
貝
漁
・
黒
ノ
リ
の
養
殖
な
ど
が
行

わ
れ
て
お
り
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
特
産
品
が
豊
富
で
す
。

町
の
中
央
部
に
位
置
す

る
国
史
跡
「
斎
宮
跡
」
は
、

そ
の
面
積
が
１
３
７
・
１

㌶
に
も
及
ぶ
、
わ
が
国
で

も
有
数
の
広
大
な
遺
跡
で

す
。飛

鳥
時
代
か
ら
南
北
朝

時
代
に
か
け
て
、
お
よ
そ

６
６
０
年
間
存
続
し
た
と

い
わ
れ
る
「
斎
王
制
度
」
。

斎
宮
は
、
代
々
の
天
皇
ご

と
に
都
か
ら
伊
勢
に
派
遣

さ
れ
た
「
斎
王
」
の
御
所

で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の

事
務
を
取
り
扱
っ
た
役
人

の
役
所
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
恵
ま
れ

た
自
然
と
文
化
を
、
次
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

わたしたちの町

明和町は
豊かな自然と

歴史文化の町

広報めいわ
町制50周年記念号

明
和
町
の
田
園
風
景
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合併当時の役場庁舎

この建物は、大正12年に建築され、昭和30年４

月には三和町役場の庁舎として使用していました。

昭和33年９月に明和町が誕生した時には、暫定

的に明和町役場の庁舎としても使用していました

が、その後に取り壊され、現在この跡地には大淀

会館（大淀地区コミュニティーセンター）が建っ

ています。

現 在 の 役 場 庁 舎

現在の役場庁舎は、昭和35年10月15日

に完成し、同年11月１日から使用してい

ます。

その後、数回の改築・増築工事などを経

て、現在の姿となっています。

合
併
当
時
、
町
名
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
合
併
申
請
手
続
き
の

時
間
が
迫
っ
て
い
た
た
め
、
差
し
当
た
り
申
請
書
に
「
神
郷
町
」

と
名
付
け
て
提
出
し
ま
し
た
。

昭
和
33
年
８
月
28
日
、
全
町
域
か
ら
町
名
を
公
募
し
、
同
月
31

日
、
公
募
の
中
か
ら
「
明
和
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

「
明
和
」
は
、
斎
明
村
の
「
明
」
と
三
和
町
の
「
和
」
を
取
っ

た
も
の
で
、
語
感
も
よ
く
、
明
る
く
発
展
の
意
味
も
あ
る
こ
と
か

ら
決
定
し
ま
し
た
。

合
併
に
つ
い
て
の
賛
否
表
決
を
議
会
で
行
っ
た
結
果
、
三
和
町

が
12
対
６
（
昭
和
33
年
７
月
）、
斎
明
村
が
14
対
５
（
同
年
８
月
）

で
そ
れ
ぞ
れ
合
併
を
可
決
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
合
併
の
条
件
・
新
町
名
な
ど
が
決
め
ら
れ
、
昭
和
33

年
９
月
３
日
に
「
明
和
町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

斎
明
村
の「
明
」と

三
和
町
の「
和
」

町
名
は
公
募
で
決
定

一
部
（
妻
ケ
広
）
を
編
入
し
て
い
ま
す
。

５
カ
町
村
が
大
合
併
し
よ
う
と
す
る
機
運
は
、
昭
和
30
年
当
時

か
ら
醸
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
案
は
一
部
の
反
対
で
断
念

し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
国
・
県
策
に
沿
う
べ
く
、
合
併
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

で
も
合
併
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
三
和
町
と
斎
明
村
が
段

階
的
に
発
足
し
た
と
い
う
経
過
が
あ
り
ま
す
。

K

広報めいわ
町制50周年記念号
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和
33(

１
９
５
８)

年

９
月
３
日
　
三
和
町
と
斎
明
村
が
合
併
し
て
明
和
町
が
誕
生
。
庁
舎
は
旧
三
和
町
役

場
に
決
定
。

９
月
28
日
　
初
代
明
和
町
長
に
辻
　
一
雄
氏
公
選
。
新
町
議
会
議
員
26
人
公
選
。

10
月
１
日
　
町
消
防
団
組
織
を
５
分
団
24
部
制
に
改
め
る
。

10
月
６
日
　
初
の
町
議
会
が
開
か
れ
、
初
代
議
長
に
木
戸
口
幸
助
氏
、
副
議
長
に
中

西
新
兵
衛
氏
が
就
任
。
教
育
委
員
会
委
員
５
人
を
選
任
。
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
４
人
を
選
任
。

12
月
17
日
　
第
１
回
全
町
部
落
長
（
自
治
会
長
）
会
が
開
催
さ
れ
る
。

12
月
29
日
　
明
和
中
学
校
校
舎
建
設
第
１
期
工
事
に
着
工
。

昭
和
34(

１
９
５
９)

年

１
月
15
日
　
第
１
回
町
民
駅
伝
大
会
開
催
。
優
勝
は
斎
宮
Ａ
チ
ー
ム
。

２
月
５
日
　
第
１
回
畜
産
共
進
会
が
開
か
れ
る
。

３
月
31
日
　
農
業
委
員
会
委
員
42
人
決
ま
る
。

４
月
１
日
　
町
婦
人
会
・
青
年
団
が
結
成
さ
れ
る
。

５
月
30
日
　
明
和
中
学
校
校
舎
第
１
期
工
事
が
完
了
。

９
月
26
日
　
伊
勢
湾
台
風
襲
来
。
町
内
で
死
者
５
名
・
家
屋
全
壊
１
３
７
戸
・
農
地

の
流
出
冠
水
な
ど
の
大
被
害
を
受
け
る
。
被
害
総
額
は
10
億
円
。

12
月
１
日
　
民
生
委
員
32
人
決
ま
る
。

12
月
18
日
　
明
和
中
学
校
校
舎
第
２
期
工
事
が
完
了
。

HH ISTORYISTORY
明和町の歴史
昭和3 3年～ 3 4年

昭
和
33
年(

１
９
５
８)

年
〜
平
成
20
年(

２
０
０
８)

年

明明
和和
町町
5500
年年
のの
歴歴
史史

年
表
と
写
真
で
振
り
返
る
半
世
紀
の
軌
跡

初代町長に 辻 一雄氏
昭和33年９月29日、初代町長に就任

した故辻 一雄氏は、合併後の山積す

る諸問題の中から、統合中学校の建

設・道路の整備・産業の発展を基本

方針に掲げ、住みよい町づくりに取

り組んだ

新町発足記念事業の1つとして、昭和34年2月5日に第１回畜産共進会

が、旧斎明中学校校庭で開かれた。これは、年中行事の１つとして

盛んに行われていたが、飼育農家の減少により、10年程で影を潜め

た
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昭
和
35(

１
９
６
０)

年

２
月
28
日
　
２
代
目
町
長
に
山
口
龍
三
氏
公
選
。

４
月
30
日
　
新
農
山
漁
村
建
設
総
合
対
策
事
業
に
よ
る
農
事
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

８
月
26
日
　
明
和
町
章
を
町
民
か
ら
公
募
。
厳
選
の
結
果
、
長
谷
川
逸
郎
さ
ん
の
作

品
に
決
ま
る
。

９
月
８
日
　
明
和
町
商
工
会
設
立
。

10
月
１
日
　
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
、
町
の
人
口
は
１
万
７
３
９
０
人
。

明
和
町
体
育
協
会
が
発
足
。

旭
ケ
丘
幼
稚
園
が
完
成
。

10
月
15
日
　
現
役
場
庁
舎
が
完
成
、
11
月
１
日
に
開
庁
。

11
月
30
日
　
自
衛
隊
に
よ
る
明
和
中
学
校
校
庭
の
整
地
作
業
が
完
了
。

昭
和
36(

１
９
６
１)

年

３
月
１
日
　
有
線
放
送
施
設
が
完
成
し
、
通
話
を
開
始
。

３
月
31
日
　
大
淀
海
岸
堤
防
が
完
成
。

４
月
１
日
　
千
鳥
・
つ
ぼ
み
両
保
育
所
が
町
へ
移
管
。

４
月
10
日
　
若
竹
保
育
所
が
完
成
。

５
月
30
日
　
明
和
中
学
校
校
舎
第
３
期
工
事
が
完
了
。

８
月
20
日
　
第
１
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
る
。

10
月
１
日
　
明
和
中
学
校
・
役
場
庁
舎
・
農
事
セ
ン
タ
ー
の
総
合
落
成
式
。

第
１
回
町
民
体
育
大
会
を
開
催
。

昭
和
37(

１
９
６
２)

年

３
月
８
日
　
大
淀
港
に
灯
台
の
灯
が
と
も
る
。

３
月
31
日
　
上
御
糸
・
下
御
糸
・
修
正
小
学
校
の
給
食
室
完
成
。

８
月
31
日
　
双
葉
・
曙
幼
稚
園
が
完
成
。

９
月
23
日
　
第
２
期
町
議
会
議
員
26
人
を
公
選
。

昭
和
38(

１
９
６
３)

年

３
月
31
日
　
明
和
中
学
校
体
育
館
が
完
成
。

７
月
15
日
　
上
御
糸
小
学
校
に
プ
ー
ル
完
成
。

８
月
15
日
　
明
星
小
学
校
に
プ
ー
ル
完
成
。

10
月
31
日
　
大
淀
小
学
校
校
舎
の
起
工
式
。

明和町の歴史
昭和3 5年～ 3 8年

自衛隊による、明和中学校校庭の整地作業

２代目町長に
山口龍三氏

昭和35年３月１日、

２代目町長に故山口龍

三氏が就任。引き続き

３代目も無投票再選

有線放送電話は、完成当時180

回線（１回線平均20戸）・3040

世帯が加入していたが、現在は

廃止された 昭和36年3月に完成した大淀海岸の堤

防

昭和36年10月、第１回町民体育大会で玉入れ

をする着物姿の皆さん
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昭
和
39(

１
９
６
４)

年

２
月
28
日
　
３
代
目
町
長
に
山
口
龍
三
氏
再
選
。

５
月
31
日
　
大
淀
小
学
校
の
新
校
舎
完
成
。

８
月
１
日
　
南
藤
原
〜
斎
宮
駅
間
に
三
交
バ
ス
路
線
開
通
。

９
月
15
日
　
低
開
発
地
域
工
業
開
発
促
進
法
に
よ
る
開
発
地
域
の
指
定
を
受
け
る
。

昭
和
40(
１
９
６
５)

年

３
月
10
日
　
大
淀
小
学
校
に
屋
内
体
育
館
完
成
。

７
月
15
日
　
明
和
中
学
校
に
50
㍍
プ
ー
ル
完
成
。

10
月
13
日
　
学
校
放
送
30
周
年
記
念
、
放
送
教
育
研
究
会
三
重
県
大
会
が
明
和
町
で

開
催
。

昭
和
41(

１
９
６
６)

年

１
月
31
日
　
下
御
糸
小
学
校
に
屋
内
体
育
館
完
成
。

４
月
１
日
　
松
阪
市
外
６
カ
町
村
衛
生
共
同
組
合
（
し
尿
処
理
）
発
足
。

７
月
９
日
　
県
道
祓
川
橋
が
完
成
。

７
月
18
日
　
明
和
町
観
光
協
会
を
設
立
。

９
月
10
日
　
下
御
糸
小
学
校
に
プ
ー
ル
完
成
。

９
月
25
日
　
第
３
期
町
議
会
議
員
26
人
を
公
選
。

10
月
31
日
　
上
御
糸
小
学
校
に
体
育
館
が
完
成
。

11
月
30
日
　
斎
宮
小
学
校
給
食
室
の
改
築
工
事
が
完
了
。

昭
和
42(

１
９
６
７)

年

１
月
16
日
　
農
免
道
路
（
明
和
中
央
線
）
事
業
第
１
期
工
事
に
着
工
。

３
月
20
日
　
役
場
前
開
拓
事
業
の
排
水
路
工
事
が
完
了
。

４
月
24
日
　
県
道
八
木
戸
橋
が
完
成
。

７
月
19
日
　
修
正
小
学
校
に
プ
ー
ル
完
成
。

12
月
20
日
　
町
道
の
防
じ
ん
舗
装
一
部
完
了
。

昭
和
43(

１
９
６
８)

年

町
制
10
周
年

２
月
18
日
　
４
代
目
町
長
に
木
戸
口
幸
助
氏
公
選
。

３
月
31
日
　
延
長
４
７
０
８
㍍
の
農
免
道
路
第
１
期
工
事
が
完
了
。

７
月
13
日
　
大
淀
小
学
校
に
プ
ー
ル
完
成
。

明和町の歴史
昭和3 9年～ 4 3年

昭和39年５月に完成した大淀小学校の新

校舎
昭和39年8月、南藤原～斎宮間で、待望の

三交バスが開通。テープカットをする故

山口町長

昭和40年７月、明和中学校に50㍍公認プールが完成。プール開

きでは、東京オリンピックに出場した和田きみ子さんが、模範

演技を披露

４代目町長に

木戸口幸助氏
昭和43年２月28日、４代目町長

に故木戸口幸助氏が就任

昭和42年４月、県道八木戸橋が完成し、渡り初めが行われ

た
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７
月
22
日
　
伊
勢
湾
ブ
ロ
ッ
ク
漁
協
婦
人
部
の
県
政
教
室
が
、
大
淀
漁
協
で
開
催
。

９
月
30
日
　
明
和
中
学
校
に
給
食
室
完
成
。

11
月
１
日
　
町
制
10
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
る
。

昭
和
44(

１
９
６
９)

年

１
月
１
日
　
県
民
交
通
災
害
共
済
制
度
が
発
足
。

４
月
１
日
　
斎
宮
小
学
校
が
、
文
部
省
か
ら
研
究
実
験
校
の
指
定
を
受
け
る
。

昭
和
45(

１
９
７
０)

年

４
月
１
日
　
明
和
町
消
防
本
部
（
常
備
）
が
設
置
さ
れ
る
。

６
月
22
日
　
竹
川
古
里
地
区
の
試
掘
調
査
始
ま
る
。

８
月
17
日
　
５
カ
年
計
画
で
下
御
糸
県
営
ほ
場
整
備
事
業
に
着
手
。

９
月
20
日
　
第
４
期
町
議
会
議
員
22
人
が
公
選
。

12
月
22
日
　
南
勢
バ
イ
パ
ス
（
国
道
23
号
）
の
ル
ー
ト
決
ま
る
。

12
月
25
日
　
新
都
市
計
画
法
に
よ
る
都
市
計
画
区
域
の
指
定
を
受
け
る
。

昭
和
46(

１
９
７
１)

年

３
月
31
日
　
町
道
主
要
幹
線
の
舗
装
工
事
完
了
。

４
月
16
日
　
祓
川
に
架
か
る
県
道
前
野
橋
が
開
通
。

５
月
　
　
　
明
和
・
小
俣
・
玉
城
の
３
町
合
同
の
ご
み
処
理
施
設
（
菊
狭
間
環
境
整

備
施
設
組
合
）
が
業
務
開
始
。

６
月
30
日
　
農
免
道
路
第
１
期
舗
装
工
事
が
完
了
。

11
月
１
日
　
５
歳
以
上
の
障
が
い
者
の
人
に
、
老
齢
福
祉
年
金
の
支
給
を
開
始
。

昭
和
47(

１
９
７
２)

年

１
月
１
日
　
児
童
手
当
の
支
給
開
始
。

２
月
20
日
　
５
代
目
町
長
に
吉
田
松
雄
氏
公
選
。

４
月
１
日
　
み
ど
り
保
育
所
が
開
園
。

５
月
16
日
　
常
陸
宮
ご
夫
妻
ほ
か
６
殿
下
（
妃
殿
下
）
が
、
神
宮
土
器
調
整
所
・
斎

王
宮
阯
な
ど
を
ご
見
学
。

８
月
27
日
　
明
和
町
郷
土
文
化
を
守
る
会
が
設
立
さ
れ
る
。

10
月
１
日
　
明
和
町
消
防
本
部
が
「
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
明
和
分
署
」
と
し
て

発
足
。

明和町の歴史
昭和4 3年～ 4 7年

昭
和
45
年
８
月
に
着
手
し
た
、
町

で
初
め
て
の
下
御
糸
県
営
ほ
場
整

備
事
業
。
工
事
施
行
面
積
６
２
５

タ
ー
ル

ヘ
ク

・
総
事
業
費
９
億
６
８
０
０
万

円
・
５
カ
年
計
画
で
行
わ
れ
た

昭
和
45
年
４
月
、
明
和
町

消
防
本
部
が
設
置
さ
れ
た

昭
和
46
年
５
月
、
明
和
・
小

俣
・
玉
城
の
３
町
合
同
の
ご
み

処
理
施
設
（
１
日
に
20
ト
ン

の
処

理
能
力
）
が
業
務
開
始

５代目町長に
吉田松雄氏

昭和47年２月28日、5代目町長

に故吉田松雄氏が就任。引き

続き51年に再選、55年には無

投票で３選を果たした

昭和47年５月、常陸宮ご夫妻・秩父

宮妃・高松宮ご夫妻・三笠宮ご夫

妻・寛仁親王のご一行が、神宮土器

調整所・斎王の森・斎宮跡を視察さ

れ、約1,000人の町民が歓迎した
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明和町の歴史
昭和4 8年～ 5 1年

昭
和
48(

１
９
７
３)

年

４
月
１
日
　
70
歳
以
上
の
人
に
医
療
費
の
無
料
化
が
実
施
さ
れ
る
。

４
月
20
日
　
伊
勢
神
宮
遷
宮
に
臨
時
祭
主
と
な
ら
れ
た
第
三
皇
女
鷹
司
和
子
さ
ま

が
、
斎
宮
跡
を
訪
れ
る
。

６
月
29
日
　
町
議
会
で
暴
力
追
放
宣
言
の
町
を
決
議
。

８
月
18
日
　
全
日
本
一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
、
明
和
ク
ラ
ブ
が
初
優
勝
。

９
月
１
日
　
上
野
地
内
に
三
重
県
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
明
星
園
」
が
開
園
。

10
月
１
日
　
２
歳
以
下
の
乳
幼
児
に
医
療
費
の
無
料
化
が
実
施
さ
れ
る
。

町
歌
が
完
成
。

11
月
２
日
　
三
重
県
同
和
研
究
大
会
が
明
和
中
学
校
で
開
か
れ
る
。

11
月
17
日
　
暁
幼
稚
園
が
開
園
。

昭
和
49(

１
９
７
４)

年

３
月
　
　
　
下
御
糸
に
農
協
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

４
月
12
日
　
明
和
・
多
気
・
勢
和
・
飯
南
・
飯
高
の
５
カ
町
村
が
、
飯
多
土
地
開
発

公
社
を
設
立
。

９
月
22
日
　
第
５
期
町
議
会
議
員
22
人
を
公
選
。

11
月
15
日
　
明
和
〜
五
ケ
所
湾
を
結
ぶ
南
勢
広
域
農
道
（
サ
ニ
ー
ロ
ー
ド
）
に
着
工
。

12
月
７
日
　
隆
子
女
王
の
墓
で
、
女
王
の
千
年
祭
が
行
わ
れ
る
。

昭
和
50(

１
９
７
５)

年

４
月
１
日
　
伊
勢
・
明
和
・
小
俣
・
玉
城
の
１
市
３
町
の
ご
み
処
理
場
「
伊
勢
広
域

清
掃
工
場
」
が
業
務
開
始
。

旭
ケ
丘
幼
稚
園
・
な
り
ひ
ら
保
育
所
が
改
築
し
て
開
園
。

４
月
30
日
　
上
御
糸
県
営
ほ
場
整
備
事
業
が
農
林
省
か
ら
認
可
を
受
け
る
。

10
月
７
日
　
中
南
勢
の
産
業
振
興
の
動
脈
的
役
割
を
果
た
す
南
勢
バ
イ
パ
ス
（
国
道

23
号
）
が
全
線
開
通
。

10
月
26
日
　
み
え
国
体
が
開
催
さ
れ
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
明
和
ク
ラ
ブ
が
優
勝
。

12
月
１
日
　
印
鑑
登
録
証
明
制
度
が
、
新
し
く
手
帳
方
式
に
切
り
替
え
ら
れ
る
。

昭
和
51(

１
９
７
６)

年

１
月
26
日
　
上
御
糸
土
地
改
良
区
が
設
立
さ
れ
る
。

２
月
14
日
　
双
葉
幼
稚
園
が
改
築
し
て
開
園
。

昭和48年11月、明和中学校で開かれた「三重県同和教育研

究大会」。県内各地から、教育関係者など約1,500人が参加

昭和48年8月、明和クラブが全日本一般ソフトボール大

会で優勝。同クラブは、昭和50年10月のみえ国体でも

見事全国優勝（写真はみえ国体の様子）

昭和50年10月、暫定２車線の南勢バイパス（国道23号）が

全線開通

ダイコンのはさ掛け風景。昔は、まちのあちこちで行われ

ていたが、最近では少なくなった
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２
月
22
日
　
６
代
目
町
長
に
吉
田
松
雄
氏
再
選
。

３
月
６
日
　
明
和
町
人
権
を
守
る
会
が
発
足
。

５
月
17
日
　
昭
和
48
年
か
ら
、
幻
を
追
っ
て
解
明
が
続
け
ら
れ
て
き
た
斎
宮
跡
が
、

試
掘
調
査
の
結
果
、
大
学
教
授
・
文
化
庁
の
専
門
家
ら
に
よ
っ
て
実
在

し
た
こ
と
が
判
明
。

７
月
21
日
　
奈
良
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
遺
構
が
、
明
星
の
水
池
で
発
掘
さ
れ
る
。

昭
和
52(

１
９
７
７)

年

１
月
16
日
　
町
議
会
第
１
回
臨
時
会
で
、
町
総
合
計
画
の
基
本
構
想
を
可
決
。

３
月
11
日
　
町
議
会
に
斎
王
宮
跡
保
存
特
別
委
員
会
を
設
置
。

３
月
31
日
　
中
央
公
民
館
が
完
成
。
５
月
２
日
に
落
成
式
が
行
わ
れ
る
。

４
月
16
日
　
斎
宮
県
営
ほ
場
整
備
事
業
が
認
可
さ
れ
る
。

５
月
14
日
　
町
人
権
モ
デ
ル
地
区
推
進
協
議
会
が
発
足
。

７
月
６
日
　
町
建
物
共
済
推
進
協
議
会
が
発
足
。

７
月
25
日
　
明
星
の
水
池
土
器
製
作
遺
跡
が
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
る
。

７
月
31
日
　
上
御
糸
小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成
。

８
月
14
日
　
大
淀
土
地
改
良
区
が
設
立
さ
れ
る
。

10
月
15
日
　
坂
本
〜
斎
宮
間
を
結
ぶ
広
域
圏
道
路
が
開
通
。

12
月
５
日
　
斎
宮
土
地
改
良
区
が
設
立
さ
れ
る
。

12
月
11
日
　
第
１
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。

昭
和
53(

１
９
７
８)

年
　
町
制
20
周
年

２
月
10
日
　
明
和
音
頭
の
歌
詞
審
査
が
行
わ
れ
、
入
選
に
中
村
　
弘
さ
ん
（
松
阪
市
）

の
作
品
が
決
定
。

２
月
11
日
　
３
代
目
業
平
松
の
植
樹
祭
が
、
大
淀
の
業
平
公
園
で
行
わ
れ
る
。

３
月
５
日
　
明
和
町
青
少
年
育
成
町
民
の
会
が
結
成
さ
れ
る
。

４
月
18
日
　
町
営
住
宅
46
戸
（
上
御
糸
団
地
36
戸
・
斎
宮
団
地
10
戸
）
が
完
成
。

４
月
26
日
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
業
務
を
開
始
。

７
月
６
日
　
農
構
セ
ン
タ
ー
・
庁
舎
の
改
築
工
事
が
完
成
し
、
落
成
式
が
行
わ
れ
る
。

８
月
６
日
　
新
下
御
糸
橋
が
完
成
。

８
月
20
日
　
町
制
20
周
年
記
念
式
典
を
中
央
公
民
館
で
開
催
。
明
和
中
学
校
体
育
館

で
明
和
音
頭
の
発
表
会
。

明和町の歴史
昭和5 1年～ 5 3年

昭和51年11月のノリの初市。まるで札束が飛び交うよ

うな、威勢のいい風景

昭和52年７月、国の史跡に指定された水池土器製作遺跡。

（写真は51年７月の発掘の様子）

昭和52年３月、生涯学習や文化活動の中心的役割を果た

す中央公民館が完成

昭和53年７月に改築・改装された役場庁舎と農構センター
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（
昭
和
53
年
の
続
き
）

８
月
26
日
　
斎
宮
小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成
。

９
月
23
日
　
第
６
期
町
議
会
議
員
22
人
を
公
選
。

10
月
27
日
　
斎
宮
跡
が
国
指
定
の
答
申
を
受
け
る
。

昭
和
54(
１
９
７
９)

年

１
月
８
日
　
斎
宮
跡
の
御
館
・
柳
原
地
内
約
２
８
０
０
平
方
㍍
の
全
面
発
掘
に
着
手
。

３
月
11
日
　
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成
。
11
月
に
は
ナ
イ
タ
ー
設
備
も
完
成
。

３
月
27
日
　
斎
宮
跡
が
国
の
史
跡
と
し
て
保
存
指
定
を
受
け
る
。

４
月
１
日
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
善
意
銀
行
」
を
設
置
。

６
月
２
日
　
斎
宮
跡
調
査
事
務
所
兼
仮
設
展
示
館
が
オ
ー
プ
ン
。

７
月
20
日
　
公
募
の
中
か
ら
町
の
木
に
「
槇
」
が
決
定
。

８
月
11
日
　
第
１
回
町
民
納
涼
大
会
が
開
か
れ
る
。

８
月
16
日
　
明
和
町
を
含
む
中
南
勢
地
域
が
「
モ
デ
ル
定
住
圏
」
に
指
定
さ
れ
る
。

９
月
４
日
　
下
御
糸
小
学
校
が
、
県
下
一
の
健
康
優
良
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。

10
月
19
日
　
台
風
20
号
が
直
撃
し
、
斎
宮
地
区
で
20
数
戸
が
床
下
浸
水
。

昭
和
55(

１
９
８
０)

年

２
月
17
日
　
７
代
目
町
長
に
吉
田
松
雄
氏
３
選
。

３
月
16
日
　
母
と
子
の
自
然
と
歴
史
の
散
歩
道
「
斎
宮
跡
の
道
」
が
オ
ー
プ
ン
。

３
月
25
日
　
担
い
手
セ
ン
タ
ー
と
斎
宮
幼
稚
園
が
完
成
。

４
月
１
日
　
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
・
重
度
障
が
い
者
の
方
を
対
象
に
、
入
浴
・
ふ

と
ん
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。

７
月
１
日

「
部
落
長
」
の
呼
称
を
「
自
治
会
長
」
に
改
め
る
。

10
月
17
日
　
曙
幼
稚
園
の
新
園
舎
が
完
成
。

大
淀
献
血
会
が
発
足
。

12
月
１
日
　
下
御
糸
献
血
会
が
発
足
。

昭
和
56(

１
９
８
１)

年

１
月
31
日
　
上
御
糸
小
学
校
の
校
舎
増
築
工
事
が
完
了
。

２
月
８
日
　
８
代
目
町
長
に
渡
邉
靖
六
氏
公
選
。

３
月
31
日
　
明
星
の
水
池
遺
跡
に
町
民
憩
の
森
が
完
成
。

４
月
７
日
　
さ
さ
ふ
え
保
育
所
が
完
成
。

明和町の歴史
昭和5 3年～ 5 6年

８代目町長に

渡邉靖六氏
昭和56年２月８日、８代目町長

に故渡邉靖六氏が就任

国
際
児
童
年
を
記
念
し
て
作
ら
れ

た
「
母
と
子
の
自
然
と
歴
史
の
散

歩
道
・
斎
宮
跡
の
道
」
が
、
昭
和

55
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン

テニスコートを備えた町

営の総合グラウンドが、

昭和54年３月にオープン

昭
和
54
年
６
月
、
斎
宮
跡
調
査
事
務

所
・
仮
設
展
示
館
が
オ
ー
プ
ン

建設中の斎宮小学校の新校舎。手前は、明治２年に建設され

た旧校舎
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６
月
15
日
　
町
議
会
で
「
暴
走
族
追
放
の
町
」
宣
言
を
決
議
。

７
月
25
日
　
南
部
児
童
館
が
完
成
。

８
月
20
日
　
明
星
小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成
。

10
月
29
日
　
下
御
糸
県
ぽ
落
成
記
念
式
典
と
記
念
碑
の
除
幕
式
。

昭
和
57(
１
９
８
２)

年

３
月
15
日
　
大
淀
小
学
校
と
明
和
中
学
校
の
増
築
工
事
が
完
了
。

４
月
１
日
　
斎
宮
献
血
会
が
発
足
。

５
月
15
日
　
大
淀
に
「
み
え
ぎ
ょ
れ
ん
大
淀
貝
類
集
荷
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
。

８
月
１
日
　
台
風
10
号
襲
来
。
暴
風
雨
の
中
、
笹
笛
川
３
カ
所
で
約
５
０
０
人
が
水

防
作
戦
を
展
開
。

９
月
19
日
　
第
７
期
町
議
会
議
員
22
人
を
公
選
。

10
月
12
日
　
明
星
献
血
会
が
発
足
。

10
月
16
日
　
水
池
遺
跡
で
、
み
ど
り
の
少
年
隊
結
成
式
と
愛
林
祭
。

10
月
24
日
　
健
康
ウ
オ
ー
ク
全
国
大
会
が
「
斎
宮
跡
の
道
」
で
行
わ
れ
る
。

10
月
25
日
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
地
域
改
善
セ
ン
タ
ー
の
新
築
工
事
、
中
央
公
民
館
大

集
会
場
改
築
工
事
が
完
了
。

12
月
１
日
　
上
御
糸
献
血
会
が
発
足
。

12
月
３
日
　
明
星
土
地
改
良
区
が
設
立
さ
れ
る
。

12
月
12
日
　
９
代
目
町
長
に
辻
　
英
輔
氏
公
選
。

昭
和
58(

１
９
８
３)

年

１
月
24
日
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
福
祉
バ
ス
の
送
迎
を
開
始
。

３
月
28
日
　
史
跡
公
園
「
斎
宮
跡
」
が
完
成
。

斎
宮
婦
人
会
有
志
の
皆
さ
ん
が
、
斎
王
の
森
で
「
第
１
回
斎
王
ま
つ
り
」

を
開
催
。

10
月
５
日
　
斎
宮
小
学
校
に
町
内
初
の
ア
ル
ミ
プ
ー
ル
完
成
。

10
月
28
日
　
東
南
ア
ジ
ア
の
使
節
団
が
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
視
察
。

昭
和
59(

１
９
８
４)

年

３
月
10
日
　
修
正
小
学
校
の
新
校
舎
と
体
育
館
が
完
成
。

３
月
30
日
　
広
域
圏
道
路
が
全
線
開
通
。

６
月
１
日
　
美
化
セ
ン
タ
ー
（
不
燃
物
処
理
場
）
が
オ
ー
プ
ン
。

明和町の歴史
昭和5 6年～ 5 9年

明星小学校（旧校舎）での下校風景。昭和56年8月には、新校舎が完成

９代目町長に

辻 英輔氏
昭和57年12月12日、9代目町長

に辻 英輔氏が就任。引き続き

61年に再選、平成２年には無

投票で３選を果たした 老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、
昭
和

58
年
１
月
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
福
祉
バ
ス
で
お
年
寄

り
を
送
迎

台
風
10
号
が
昭
和
57
年
８
月
に
襲
来
。
堤
防
す
れ
す
れ

ま
で
増
水
し
た
笹
笛
川
で
、
真
夜
中
に
約
５
０
０
人
が

土
の
う
積
み
を
展
開
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（
昭
和
59
年
の
続
き
）

６
月
14
日
　
斎
宮
跡
発
掘
現
場
（
西
前
沖
）
か
ら
、
約
６
０
０
０
枚
の
銅
銭
が
出
土

す
る
。

９
月
30
日
　
修
正
小
学
校
で
、
玄
関
前
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
設
。
こ
の
カ
プ
セ

ル
は
50
年
後
に
掘
り
出
さ
れ
る
。

昭
和
60(
１
９
８
５)

年

２
月
15
日
　
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
明
和
分
署
が
新
築
移
転
。

３
月
30
日
　
斎
宮
小
学
校
校
舎
の
増
築
・
体
育
館
工
事
が
完
了
。

４
月
１
日
　
飯
南
多
気
７
カ
町
村
の
農
業
共
済
事
業
が
合
併
し
て
「
飯
多
農
業
共
済

事
務
組
合
」
を
発
足
。

６
月
９
日
　
第
３
回
斎
王
ま
つ
り
で
「
斎
王
群
行
」
が
再
現
さ
れ
る
。

７
月
21
日
　
上
御
糸
小
学
校
に
ア
ル
ミ
プ
ー
ル
完
成
。

７
月
31
日
　
漁
免
道
路
が
完
成
、
８
月
１
日
に
開
通
。

８
月
８
日
　
町
行
政
改
革
推
進
協
議
会
が
発
足
、
初
会
合
が
開
か
れ
る
。

９
月
22
日
　
町
づ
く
り
推
進
委
員
会
の
初
会
合
が
開
か
れ
る
。

10
月
１
日
　
人
材
セ
ン
タ
ー
が
開
設
。

10
月
11
日
　
上
水
道
事
業
に
着
工
。

12
月
１
日
　
明
和
町
農
協
に
農
業
機
械
銀
行
が
発
足
。

昭
和
61(

１
９
８
６)

年

１
月
25
日
　
町
行
政
改
革
推
進
協
議
会
が
「
町
行
政
改
革
大
綱
」
を
答
申
。

２
月
25
日
　
下
御
糸
小
学
校
の
新
校
舎
が
完
成
。

３
月
20
日
　
有
爾
中
地
内
に
２
つ
目
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

４
月
１
日
　
新
し
い
国
民
年
金
制
度
が
ス
タ
ー
ト
。

９
月
21
日
　
第
８
期
議
員
20
人
を
公
選
。

10
月
30
日
　
伊
勢
市
ほ
か
６
カ
町
村
が
加
入
す
る
南
勢
広
域
斎
場
組
合
火
葬
場
が
完

成
、
12
月
１
日
か
ら
業
務
を
開
始
。

11
月
23
日
　
10
代
目
町
長
に
辻
　
英
輔
氏
再
選
。

昭
和
62(

１
９
８
７)

年

３
月
５
日
　
明
星
小
学
校
の
新
講
堂
が
完
成
。

４
月
２
日
　
飯
南
・
多
気
郡
７
カ
町
村
運
営
の
老
人
ホ
ー
ム
「
崇
雲
寮
」
が
新
築
移

転
。

明和町の歴史
昭和5 9年～ 6 2年

昭和60年７月、上御糸小学校にアルミプールが完成。写真

は、プール開きの風景

安心して飲める水の供給のため、昭和60年10月、上水道事業

に着手。62年５月から、斎宮地区の一部に給水を開始した

（写真は上村配水池）

昭和60年２月、松阪地区広域消防組合明和分署が新築移転。

敷地には訓練スペースを確保し、夜間照明も設置修正小学校の旧校舎。昭和59年３月には新校舎が完成
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５
月
１
日
　
斎
宮
地
区
の
一
部
に
上
水
道
給
水
開
始
。

５
月
30
日
　
浩
宮
さ
ま
が
斎
宮
跡
な
ど
を
ご
見
学
。

７
月
25
日
　
明
星
小
学
校
に
ア
ル
ミ
プ
ー
ル
完
成
。

８
月
６
日
　
三
重
県
消
防
操
法
大
会
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
、
明
和
町
消
防
団
チ
ー
ム

が
優
勝
。

昭
和
63(
１
９
８
８)

年

町
制
30
周
年

１
月
20
日
　
三
重
県
が
斎
宮
歴
史
博
物
館
の
建
設
に
着
工
。

３
月
９
日
　
町
消
防
団
が
消
防
庁
長
官
表
彰
（
表
彰
旗
）
を
受
け
る
。

６
月
17
日
　
町
民
憲
章
を
制
定
。

町
の
花
に
「
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
（
ど
ん
ど
花
）」
が
決
ま
る
。

７
月
６
日
　
町
制
30
周
年
記
念
標
語
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
ま
る
。
最
優
秀
作
品
に

は
そ
れ
ぞ
れ
北
岡
理
都
子
さ
ん
（
蓑
村
）
・
藤
川
洋
子
さ
ん
（
松
阪
市
）

が
選
ば
れ
る
。

７
月
25
日
　
明
和
工
業
団
地
の
分
譲
が
完
了
。

７
月
31
日
　
修
正
小
学
校
に
ア
ル
ミ
プ
ー
ル
完
成
。

８
月
１
日
　
大
仏
山
に
県
営
の
ス
ポ
ー
ツ
公
園
が
オ
ー
プ
ン
。

平
成
元(

１
９
８
９)

年

２
月
20
日
　
大
淀
三
世
古
地
区
学
習
等
供
用
施
設
（
業
平
会
館
）
が
完
成
。

３
月
５
日
　
新
川
橋
が
完
成
。

３
月
26
日
　
町
制
30
周
年
記
念
植
樹
祭
。
広
域
圏
道
路
沿
い
に
約
１
０
０
０
本
の
ヒ

ラ
ド
ツ
ツ
ジ
を
植
樹
。

３
月
28
日
　
町
内
74
カ
所
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
掲
示
板
を
設
置
。

４
月
23
日
　
町
文
化
協
会
が
発
足
。

７
月
１
日
　
財
団
法
人
国
史
跡
斎
宮
跡
保
存
協
会
が
発
足
。

10
月
２
日
　
多
気
郡
内
６
農
協
が
合
併
し
、
多
気
郡
農
業
協
同
組
合
が
発
足
。

10
月
18
日
　
斎
宮
歴
史
博
物
館
が
オ
ー
プ
ン
。
19
日
か
ら
一
般
公
開
始
ま
る
。

10
月
29
日
　
総
合
体
育
館
落
成
式
。

12
月
４
日
　
大
堀
川
橋
が
完
成
。

平
成
２(

１
９
９
０)

年

１
月
31
日
　
明
和
町
が
全
国
町
村
会
か
ら
優
良
町
村
表
彰
を
受
賞
。

明和町の歴史
昭和62年～平成２年

２カ年継続事業で行ってきた新川橋の架け替え工事が、平成

元年３月に完了

昭和63年８月、明和・小俣・玉城の3町にまたがる大仏山に

スポーツ公園がオープン

昭和62年８月、県消防学校で行われた三重県消防操法大会で、

明和町チームが見事優勝（小型ポンプの部）。写真は、訓練風

景

老朽化が進んだ菊狭間火葬場。昭和61年10月には、１市６町

村共同出資による南勢広域斎場が完成
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（
平
成
２
年
の
続
き
）

５
月
７
日
　
地
域
の
活
性
化
・
個
性
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
推
進
委
員
会
が
発
足
。

７
月
31
日
　
斎
宮
歴
史
博
物
館
の
入
館
者
が
10
万
人
を
突
破
。

８
月
30
日
　
写
真
集
「
明
和
百
景
」
を
刊
行
。

９
月
15
日
　
総
合
体
育
館
で
「
は
つ
ら
つ
長
寿
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。
県
内
各
地
か

ら
約
２
２
０
０
人
の
お
年
寄
り
が
参
加
。

９
月
23
日
　
第
９
期
町
議
会
議
員
20
人
を
公
選
。

10
月
１
日
　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
１
つ
と
し
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
開
始
。

11
月
23
日
　
11
代
目
町
長
に
辻
　
英
輔
氏
が
無
投
票
当
選
。

平
成
３(

１
９
９
１)

年

３
月
31
日
　
上
御
糸
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

６
月
13
日
　
ふ
る
さ
と
会
館
の
落
成
式
。
落
成
記
念
と
し
て
、
総
合
体
育
館
で
「
泥

か
ぶ
ら
」
公
演
も
。

６
月
27
日
　
上
御
糸
地
区
県
営
ほ
場
整
備
事
業
の
落
成
式
。

７
月
13
日
　
ふ
る
さ
と
会
館
が
オ
ー
プ
ン
。

９
月
３
日
　
下
御
糸
小
学
校
ス
テ
ン
レ
ス
プ
ー
ル
の
プ
ー
ル
開
き
。

10
月
１
日
　
在
宅
障
が
い
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
。

平
成
４(

１
９
９
２)

年

３
月
25
日
　
大
淀
・
下
御
糸
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

７
月
17
日
　
大
淀
小
学
校
の
講
堂
の
落
成
式
。

10
月
１
日
　
斎
宮
苑
自
治
会
が
、
県
下
で
初
め
て
「
違
法
駐
車
追
放
モ
デ
ル
地
区
」

に
指
定
さ
れ
る
。

11
月
22
日
　
総
合
体
育
館
で
国
史
跡
「
斎
宮
跡
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
斎
王
ま
つ
り
の

群
行
テ
ー
マ
曲
や
踊
り
の
発
表
も
。

平
成
５(

１
９
９
３)

年

１
月
24
日
　
斎
宮
跡
で
最
大
級
の
建
物
跡
発
掘
。

３
月
31
日
　
大
淀
小
学
校
に
ス
テ
ン
レ
ス
プ
ー
ル
完
成
。

４
月
14
日
　
明
和
中
学
校
の
新
給
食
室
で
調
理
開
始
。

大
淀
小
学
校
な
ど
３
校
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
完
成
。

明和町の歴史
平 成 元 年 ～ ５ 年

平成３年７月に、ふるさと会館がオープン。１階は図書館・

２階は歴史民俗資料館（写真は工事が進むふるさと会館）

平成元年10月、総合体育館が完成し、記念講演や太鼓フェス

ティバルなどが行われた（写真は完成間近の総合体育館）平成元年10月、斎宮歴史博物館がオープンし、19日から一

般公開された

小学校の児童らにコンピューターを通じて楽しく学んでもら

おうと、平成５年４月、大淀・斎宮・明星の各小学校にコン

ピューター教室が完成
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５
月
23
日
　
明
星
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

９
月
10
〜
11
日
　
王
朝
ロ
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
が
開
幕
。
野
外
音
楽
群
集
劇
「
斎
王
夢
語
」

に
延
べ
３
万
人
。

９
月
19
日
　
斎
宮
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

10
月
31
日
　
全
国
育
樹
祭
で
、
み
ど
り
の
少
年
隊
が
表
彰
を
受
け
る
。
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
斎
王
群
行
も
参
加
。

平
成
６(

１
９
９
４)

年

３
月
24
日
　
新
し
尿
処
理
施
設
「
松
阪
地
区
広
域
衛
生
セ
ン
タ
ー
」
の
落
成
式
。

４
月
３
日
　
全
天
候
型
５
面
の
本
格
派
、
明
和
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
落
成
式
。

５
月
３
日
　
斎
王
群
行
が
、
横
浜
み
な
と
祭
り
国
際
仮
装
行
列
で
、
ま
つ
り
博
三
重

を
Ｐ
Ｒ
。

５
月
12
日
　
上
水
道
北
部
第
１
水
源
の
落
成
式
。

６
月
１
日
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
や
ま
び
こ
荘
」
が
宮
川
村
で
開
所
。

６
月
30
日
　
国
道
23
号
の
４
車
線
化
が
完
了
。

８
月
６
日
　
ま
つ
り
博
三
重
の
明
和
町
デ
ー
。
明
和
太
鼓
や
斎
王
群
行
を
披
露
。

９
月
19
日
　
第
10
期
町
議
会
議
員
20
人
を
公
選
。

11
月
23
日
　
12
代
目
町
長
に
木
戸
口
眞
澄
氏
が
当
選
。

平
成
７(

１
９
９
５)

年

２
月
26
日
　
人
権
を
守
る
会
が
１
９
９
５
じ
ん
け
ん
シ
ン
ポ
開
催
。

４
月
１
日
　
下
御
糸
北
処
理
区
の
農
業
集
落
排
水
事
業
に
着
手
。

10
月
７
日
　
斎
宮
博
物
館
南
で
「
さ
い
く
う
市
（
い
ち
）」
が
ス
タ
ー
ト
。

12
月
１
日
　
国
立
療
養
所
明
星
病
院
で
創
立
50
周
年
式
典
。

平
成
８(

１
９
９
６)

年

２
月
８
日
　
認
定
農
業
者
制
度
が
ス
タ
ー
ト
。
15
人
に
認
定
証
を
交
付
。

３
月
22
日
　
将
来
の
町
を
見
据
え
た
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
が
決
ま
る
。

国
営
宮
川
用
水
第
二
期
土
地
改
良
事
業
の
計
画
決
定
。

３
月
26
日
　
下
御
糸
小
学
校
講
堂
の
落
成
式
。

３
月
28
日
　
伊
勢
広
域
清
掃
工
場
で
ご
み
焼
却
施
設
の
落
成
式
。

５
月
９
日
　
明
和
町
行
政
改
革
推
進
協
議
会
が
発
足
。

７
月
７
日
　
明
和
町
と
南
勢
町
を
結
ぶ
サ
ニ
ー
ロ
ー
ド
が
全
面
開
通
。

明和町の歴史
平 成 ５ 年 ～ ８ 年

“歴史文化資源の保存・活用とまちづくり”をテーマに、平

成4年11月、国史跡「斎宮跡」シンポジウムが開催された

明和町ほか６市町村共同の松阪地区広域衛生センターが、平

成６年３月に完成し、業務を開始

平
成
５
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
王
朝
ロ
マ
ン
フ
ェ
ス
タ

12代目町長に
木戸口眞澄氏

平成６年12月12日、12代目町

長に木戸口眞澄氏が就任。平

成10年・14年には、いずれも

無投票で再選を果たした
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（
平
成
８
年
の
続
き
）

９
月
14
日
　
ふ
る
さ
と
会
館
の
入
館
者
が
30
万
人
を
突
破
。

平
成
９(

１
９
９
７)

年

３
月
４
日
　
福
祉
の
拠
点
「
明
和
の
里
」
落
成
式
。

４
月
１
日

「
明
和
の
里
」
オ
ー
プ
ン
。
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も
同
時
ス
タ
ー

ト
。

11
月
１
日
　
明
和
町
な
ど
、
伊
勢
市
と
そ
の
周
辺
町
村
の
電
話
番
号
市
外
局
番
が

「
０
５
９
６
」
に
統
一
。

11
月
28
日
　
坂
本
古
墳
群
か
ら
、
７
世
紀
前
半
に
造
ら
れ
た
前
方
後
方
墳
と
金
銅
装

頭
椎
大
刀
が
見
つ
か
る
。

12
月
15
日
　
役
場
周
辺
（
明
和
処
理
区
）
の
公
共
下
水
道
事
業
に
着
手
。

平
成
10(

１
９
９
８)

年

町
制
40
周
年

３
月
30
日
　
明
和
町
と
松
阪
市
を
結
ぶ
ふ
る
さ
と
農
道
「
新
須
田
橋
」
が
完
成
。

９
月
５
日
　
町
制
40
周
年
記
念
式
典
が
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
る
。

９
月
６
日
　
町
制
40
周
年
記
念
事
業
「
ナ
イ
ス
40
th
め
い
わ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

を
総
合
体
育
館
で
開
催
。
３
０
０
人
が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
　

れ
る
。

11
月
７
日
　
町
制
40
周
年
記
念
事
業
「
ナ
イ
ス
40
th
め
い
わ
」
と
「
み
え
歴
史
街
道

フ
ェ
ス
タ
」
を
同
時
開
催
。
記
念
植
樹
祭
や
親
子
巻
き
ず
し
大
会
、
物

産
展
も
。

11
月
22
・
23
日

世
界
人
権
宣
言
50
周
年
を
記
念
し
て
、
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
る
。

11
月
25
日
　
13
代
目
町
長
に
木
戸
口
眞
澄
氏
が
無
投
票
当
選
。

第
11
期
町
議
会
議
員
20
人
を
公
選
。

平
成
11(

１
９
９
９)

年

３
月
19
日
　
上
御
糸
小
学
校
に
新
講
堂
が
完
成
。

４
月
１
日
　
町
内
各
所
に
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
の
回
収
を
開
始
。

６
月
５
日
　
群
馬
県
明
和
町
（
め
い
わ
ま
ち
）
と
友
好
交
流
提
携
に
調
印
。

６
月
20
日
　
東
海
３
県
で
初
、
サ
ン
デ
ー
議
会
を
開
く
。
傍
聴
席
は
満
席
に
。

明和町の歴史
平成８年～ 1 1 年

明和町と松阪市を結ぶふるさと農道「新須田橋」が、平成10

年３月に完成

平成９年11月、約1,400年前に埋葬された「金銅装頭椎大刀

（こんどうそうかぶつちのたち）」が、坂本１号墳から出土

まちの福祉の拠点施設「明和の里」が、平成９年４月にオ

ープン。在宅介護支援センターと老人・心身障害者デイサ

ービスセンターを併設

明和町と南勢町を結ぶ広域農道「サニーロード」が、平成８

年７月に全面開通
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10
月
２
日
　
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
が
オ
ー
プ
ン
。
斎
宮
歴
史
博
物
館
も
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
祝
う
。

平
成
12(

２
０
０
０)

年

２
月
６
日
　
人
権
セ
ン
タ
ー
完
成
。
記
念
講
演
会
も
行
わ
れ
る
。
隣
保
館
活
動
の
充

実
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点
づ
く
り
。

４
月
１
日
　
伊
勢
広
域
清
掃
工
場
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
が
完
成
。

８
月
13
日
　
明
和
中
学
校
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
完
成
。

11
月
11
日
　
新
下
御
糸
漁
港
が
開
港
。
ノ
リ
種
苗
生
産
施
設
も
同
時
完
成
。

平
成
13(

２
０
０
１)

年

３
月
21
日
　
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
、
旧
陸
軍
の
給
水
塔
（
高
架
水
槽
・
高
さ
24
㍍
）

が
取
り
壊
さ
れ
る
。

４
月
１
日
　
ご
み
の
分
別
と
減
量
化
・
資
源
化
に
向
け
て
「
指
定
ご
み
袋
」
制
度
を

実
施
。

情
報
公
開
制
度
が
ス
タ
ー
ト
。

７
月
６
日
　
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
市
町
村
合
併
の
説
明
・

懇
談
会
が
始
ま
る
。

11
月
10
日
　
明
和
町
・
松
阪
市
・
飯
南
町
・
飯
高
町
・
宮
川
村
・
大
台
町
・
勢
和

村
・
多
気
町
・
三
雲
町
・
嬉
野
町
の
10
市
町
村
で
、
松
阪
地
方
市
町
村

合
併
検
討
会
を
設
置
。

平
成
14
年(

２
０
０
２)

年

２
月
15
日
　
市
町
村
合
併
に
関
す
る
住
民
１
０
０
０
人
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

３
月
16
日
　
市
町
村
合
併
に
関
す
る
全
町
自
治
会
長
意
見
交
換
・
懇
談
会
を
開
催
。

３
月
23
日
　
10
分
の
１
史
跡
模
型
の
完
成
を
記
念
し
、
上
園
芝
生
公
園
で
斎
宮
浪
漫

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
。

３
月
28
日
　
池
村
地
内
に
明
和
町
環
境
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

10
月
２
日
　
第
37
回
全
国
史
跡
整
備
市
町
村
協
議
会
大
会
が
、
３
日
間
に
わ
た
り
明

和
町
で
開
催
さ
れ
る
。
４
５
０
人
が
全
国
各
地
か
ら
参
加
。

10
月
21
日
　
明
和
町
・
多
気
町
・
勢
和
村
・
玉
城
町
・
度
会
町
の
５
町
村
で
、
合
併

研
究
会
が
発
足
。

明和町の歴史
平成1 1年～ 1 4年

平成12年２月、人権センターが完成
平成12年８月、明和中学校第２グラウンドに完成したクラブ

ハウス

平
成
11
年
10
月
、
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
が

近
鉄
斎
宮
駅
北
側
に
オ
ー
プ
ン
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（
平
成
14
年
の
続
き
）

10
月
23
日
　
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
の
来
館
者
が
10
万
人
を
突
破
。

10
月
26
日
　
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
。

11
月
17
日
　
14
代
目
町
長
に
木
戸
口
眞
澄
氏
が
無
投
票
当
選
。

第
12
期
町
議
会
議
員
18
人
を
公
選
。

平
成
15
年(
２
０
０
３)

年

４
月
１
日
　
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
東
の
休
憩
所
が
オ
ー
プ
ン
。

４
月
１
日
　
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
。
障
が
い
者
の
相
談
支
援
の
充
実

を
図
る
。

４
月
１
日
　
明
和
町
・
多
気
町
・
勢
和
村
・
玉
城
町
・
度
会
町
の
５
町
村
で
市
町
村

合
併
任
意
合
併
協
議
会
が
発
足
。

５
月
17
日
　
明
星
ほ
場
整
備
事
業
が
完
工
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
る
。

７
月
１
日
　
個
人
情
報
保
護
制
度
を
実
施
。

８
月
１
日
　
明
和
町
青
少
年
指
導
員
協
議
会
が
設
立
。

10
月
26
日
　
市
町
村
合
併
住
民
説
明
会
を
町
内
６
ヵ
所
で
開
催
。

11
月
１
日
　
自
主
運
行
バ
ス
（
町
民
バ
ス
）
試
行
運
行
開
始
。
年
中
無
休
・
１
乗
車

１
０
０
円
で
運
行
を
開
始
す
る
。

11
月
15
日
　
明
和
町
中
央
公
民
館
に
「
フ
リ
ー
チ
ル
ド
レ
ン
ス
ペ
ー
ス
明
和
」
を
開

設
。
児
童
、
中
・
高
生
が
安
心
で
き
る
「
居
場
所
」
に
。

12
月
25
日
　
市
町
村
合
併
任
意
合
併
協
議
会
が
解
散
。

平
成
16
年(

２
０
０
４)

年

１
月
20
日
　
ふ
る
さ
と
会
館
で
図
書
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
が
ス
タ
ー
ト
。

３
月
10
日
　
公
営
住
宅
整
備
事
業
上
御
糸
団
地
建
て
替
え
工
事
（
第
１
期
）
に
着
手
。

３
月
31
日
　
明
和
町
史
「
史
料
編
」
が
完
成
。

５
月
４
日
　
大
淀
海
岸
キ
ャ
ン
プ
場
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。「
大
淀
ふ
れ
あ

い
キ
ャ
ン
プ
場
」
に
愛
称
決
定
。

７
月
29
日
　
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
明
和
分
署
に
、
防
災
訓
練
セ
ン
タ
ー
が
完
成
。

10
月
１
日
　
北
部
第
３
水
源
地
周
辺
を
「
水
道
水
源
保
護
地
域
」
に
新
た
に
指
定
。

明和町の歴史
平成1 4年～ 1６年

平成14年３月、いつきのみや歴史館北側に完成した10分の１

史跡模型。完成を記念し、斎宮浪漫まつりを開催

平成14年３月、環境センターが完成

平成13年３月に取り壊された旧陸軍の給水塔。役場南側にあ

ったこの巨大な構造物は「役場や中学校へ行くときの目印」

として、町内外の皆さんに親しまれてきた。写真は解体工事

中の給水塔
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平
成
17
年(

２
０
０
５)

年

１
月
１
日
　
松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
の
明
和
分
署
が
「
明
和
消
防
署
」
に
改
変
。

３
月
13
日
　
社
会
福
祉
協
議
会
障
が
い
者
通
所
授
産
施
設
「
あ
り
ん
こ
」
の
竣
工
式
。

内
覧
会
を
兼
ね
て
「
あ
り
ん
こ
ま
つ
り
」
も
。
施
設
は
４
月
11
日
オ

ー
プ
ン
。

４
月
11
日
　
役
場
東
側
に
明
和
交
番
が
開
所
。

６
月
15
日
　
公
営
住
宅
整
備
事
業
上
御
糸
団
地
建
て
替
え
工
事
（
第
２
期
）
に
着
手
。

10
月
１
日
　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
を
支
援
す
る
「
明
和
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
。

10
月
３
日
　
明
和
土
地
改
良
区
の
開
所
式
。
町
内
５
つ
の
土
地
改
良
区
が
合
併
し
て

明
和
土
地
改
良
区
に
。

10
月
31
日
　
明
和
町
史
「
斎
宮
編
」
が
完
成
。

平
成
18
年(

２
０
０
６)

年

４
月
１
日
　
大
淀
・
下
御
糸
漁
協
を
含
む
伊
勢
湾
岸
の
５
漁
協
が
合
併
し
、
伊
勢
湾

漁
業
協
同
組
合
に
。

４
月
３
日
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
名
称
変
更
。

７
月
12
日
　
イ
オ
ン
株
式
会
社
ジ
ャ
ス
コ
明
和
店
と
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
駐

車
場
一
時
使
用
に
関
す
る
協
定
を
締
結
。

10
月
１
日
　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
施
設
「
あ
り
ん
こ
」
内
に
開
設
。

明
和
町
建
設
業
協
会
と
、
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る

協
定
を
締
結
。

10
月
27
日
　
県
道
多
気
停
車
場
斎
明
線
バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通
。

11
月
26
日
　
15
代
目
町
長
に
、
中
井
幸
充
町
長
が
当
選
。

第
13
期
町
議
会
議
員
14
人
を
公
選
。

12
月
20
日
　
松
阪
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
と
、
災
害
時
緊
急

送
に
関
す
る
協
定
を
締
結
。

平
成
19
年(

２
０
０
７)

年

２
月
１
日
　
イ
オ
ン
株
式
会
社
と
、
災
害
時
に
お
け
る
応
急
生
活
物
資
供
給
等
に
関

す
る
協
定
を
締
結
。

明和町の歴史
平成1７年～1 9年

平成15年11月、町民の皆さんのコミュニティ推進などを目的

に町の自主運行バス「町民バス」が試行運行を開始

平成16年５月、大淀海岸キャンプ場が「大淀ふれあいキャン

プ場」としてリニューアルオープン。写真は現在の様子 障がい者通所授産施設「ありんこ」が、平成17年３月に完成

平
成
16
年
３
月
、
明
和
町
史
「
史
料
編
第
一
巻
」
を
発
行
。

平
成
17
年
10
月
に
は
「
斎
宮
編
」
、
平
成
18
年
３
月
に
は

「
史
料
編
第
二
巻
・
解
説
」
も
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（
平
成
19
年
の
続
き
）

４
月
１
日
　
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
、
明
星
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
保
護
者

会
に
委
託
。

ふ
る
さ
と
会
館
の
管
理
・
運
営
が
指
定
管
理
者
に
な
る
。

６
月
22
日
　
公
営
住
宅
整
備
事
業
上
御
糸
団
地
建
て
替
え
工
事
（
第
３
期
）
に
着
手
。

７
月
20
日
　
皇
太
子
さ
ま
が
斎
宮
歴
史
博
物
館
を
ご
訪
問
。
国
史
跡
斎
宮
跡
の
出
土

品
な
ど
を
見
学
さ
れ
る
。

８
月
１
日
　
防
災
関
係
機
関
等
経
験
者
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
明
和
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
が
発
足
。

10
月
６
日
　
明
和
町
再
生
プ
ラ
ン
（
案
）
を
テ
ー
マ
と
し
た
町
政
懇
談
会
（
全
14
カ

所
）
が
ス
タ
ー
ト
。

10
月
20
日
　
め
い
わ
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
「
青

レ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
出
発
式
。

10
月
29
日
　
町
道
前
野
・
川
尻
線
自
歩
道
整
備
工
事
に
着
手
。

平
成
20
年(

２
０
０
８)

年
　
町
制
50
周
年

３
月
　
　
　
明
和
町
再
生
プ
ラ
ン
を
策
定
。

３
月
２
日
　
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
を
試
行
ス
タ
ー
ト
。

３
月
16
日
　
美
（
う
ま
）
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
の
町
の
部
で
、
明
和
町
チ
ー
ム

が
８
位
と
健
闘
。

３
月
28
日
　
国
道
23
号
交
差
点
改
良
な
ど
を
含
む
町
道
明
和
中
央
線
第
４
工
区
事

業
、
２
・
７
㌔
の
道
路
改
良
事
業
が
完
了
。

３
月
31
日
　
町
制
50
周
年
の
記
念
標
語
（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）
が
決
ま
る
。

４
月
１
日
　
上
御
糸
・
下
御
糸
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
に
着
手
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
る
。

総
合
体
育
館
な
ど
町
の
体
育
施
設
の
管
理
・
運
営
が
指
定
管
理
者
に
。

災
害
時
要
援
護
者
登
録
制
度
が
ス
タ
ー
ト
。

５
月
28
日
　
町
制
50
周
年
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
ま
る
。

６
月
20
日
　
公
営
住
宅
整
備
事
業
上
御
糸
団
地
建
て
替
え
工
事
（
第
４
期
）
に
着
手
。

６
月
24
日
　
町
制
50
周
年
み
ん
な
で
楽
し
も
う
補
助
事
業
の
採
択
決
定
。

８
月
８
〜
10
日
　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
会
場
に
、
町
制
50
周
年
記
念
協
賛

「
中
日
本
総
合
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
開
催
。

９
月
　
　
　
子
育
て
支
援
施
策
と
し
て
、
み
ど
り
保
育
所
増
築
工
事
に
着
手
。

明和町の歴史
平成1 9年～ 2 0年

平成19年７月、皇太子さまが斎宮歴史博物館をご訪問

平成20年３月、国道23号交差点改良を含む町道明和中央線第４工

区事業、2.7㌔の道路改良事業が完了平成20年３月から、日曜（窓口）開庁を試行スタート

平成19年10月、めいわ市民活動サ

ポートセンターで行われた防犯パ

トロール隊「青レンジャー」の出

発式
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福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

21
世
紀
を
明
る
く
活
力
あ
る
福

祉
社
会
と
す
る
た
め
、
地
域
福
祉

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

「
第
４
次
明
和
町
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
高
齢
者

が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
社

会
参
加
で
き
る
よ
う
環
境
を
整
備

し
ま
す
。
ま
た
、
援
護
が
必
要
な

高
齢
者
に
対
し
て
は
、
尊
厳
を
持

っ
て
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
支

援
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
の
も
と
、

新
た
な
「
明
和
町
障
害
者
福
祉
計

画
（
仮
称
）
」
を
策
定
し
、
だ
れ

も
が
家
庭
や
地
域
で
い
き
い
き
と

安
心
し
て
生
活
で
き
る
、
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。「

明
和
町
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
」
に
基
づ
き
、
だ
れ
も
が

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て

ら
れ
る
子
育
て
支
援
の
社
会
の
実

現
と
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を

支
え
る
社
会
の
実
現
に
努
め
ま

す
。児

童
虐
待
な
ど
の
発
生
を
防
止

す
る
た
め
保
護
者
（
親
等
）
へ
の

心
の
ケ
ア
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
、

地
域
な
ど
が
連
携
し
、
子
ど
も
を

見
守
る
こ
と
で
児
童
虐
待
な
ど
の

早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
努
め
ま

す
。

社
会
保
障
制
度
の
充
実

高
齢
化
の
進
展
や
疾
病
構
造
の

変
化
、
高
度
医
療
の
普
及
な
ど
を

背
景
と
し
て
、
医
療
費
が
増
加
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

適
正
な
税
の
賦
課
に
努
め
る
と
と

も
に
、
健
康
水
準
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
円

滑
な
運
営
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、
「
第
３
期
明
和
町
介
護

保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
介

護
保
険
の
的
確
な
運
用
を
図
る
と

と
も
に
、
介
護
予
防
事
業
の
充
実

や
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
供
給

に
努
め
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
制
度

を
周
知
し
、
理
解
を
深
め
る
よ
う
、

相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

生
涯
健
康
づ
く
り
の
推
進

地
域
保
健
体
制
や
保
健
・
予
防

対
策
の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
だ
れ

も
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
健
康

（
24
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

第４次明和町総合計画第４次明和町総合計画

（（平成平成1313～～2222年度年度））からから基
本
理
念
を
町
民
、
行
政
の
共

通
の
意
識
と
し
て
持
ち
な
が
ら
、

将
来
に
向
け
て
明
和
町
が
目
指
す

ま
ち
の
姿
を
次
の
よ
う
に
設
定
し

ま
す
。

快
適
で
活
力
あ
る
　
歴
史
と
文

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
基
本
的

姿
勢
を
次
の
よ
う
に
設
定
し
ま

す
。

ま
ち
の
将
来
像

快
適
で
活
力
あ
る

歴
史
と
文
化
と
緑
の
ま
ち
　
明
和

化
と
緑
の
ま
ち
　
明
和

こ
の
将
来
像
は
、
明
和
町
の
恵

ま
れ
た
環
境
と
、
は
ぐ
く
ま
れ
て

き
た
文
化
と
を
生
か
し
、
明
和
町

に
暮
ら
す
人
々
が
満
足
で
き
る
ま

ち
を
目
指
す
も
の
で
す
。

基
本
姿
勢

変
革
・
挑
戦
・
行
動
と
町
民
参
加

変
革
・
挑
戦
・
行
動
を
大
切
に

す
る
ま
ち
づ
く
り

町
民
参
加
に
よ
る
人
づ
く
り
・

夢
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

基本理念

まちづくりの指標として制定された明和町

民憲章に基づき、町民、行政がまちづくりに

向き合う姿勢として、基本構想の理念を次の

ように設定します。

新しい時代への飛翔

これは、21世紀における「新しい時代」を

認識した上で、新しい発想に基づく「新しい

明和」をつくる意思を表明するものです。町

民と行政とがこの意識を持ってまちづくりに

取り組むことで、美しく、魅力ある明和町が

築かれることを願うものです。

や
す
ら
ぎ
と
憩
い
に

満
ち
た
福
祉
と
健
康

の
ま
ち

まちまちづくりづくり
国史跡斎宮跡の上園芝生公園
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（
23
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

づ
く
り
を
支
援
し
、
生
涯
を
通
じ

て
心
身
と
も
に
健
や
か
で
活
力
あ

る
生
活
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

差
別
の
な
い
、
と
も
に
生
き
る
社

会
の
形
成

わ
が
国
の
憲
法
に
う
た
わ
れ
た

「
す
べ
て
の
人
間
は
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
尊
厳
と

権
利
に
お
い
て
平
等
で
あ
る
」
と

い
う
基
本
的
人
権
の
原
則
に
基
づ

き
、
だ
れ
も
が
互
い
の
違
い
を
認

め
合
い
、
互
い
に
尊
重
し
合
う
社

地
域
特
性
を
生
か
し
た
農
業
・
水

産
業
の
振
興

景
観
保
全
や
町
土
保
全
、
農
耕

文
化
、
自
然
循
環
機
能
な
ど
農
業

の
持
つ
多
面
性
を
評
価
し
、
ほ
か

の
土
地
利
用
と
調
和
し
た
優
良
農

地
の
保
全
を
進
め
ま
す
。
多
様
な

担
い
手
が
農
業
生
産
の
相
当
部
分

を
担
い
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
創
意
工
夫
に
富
む
農
業
生
産

体
制
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
本
町

農
業
の
持
続
的
発
展
を
図
り
ま

す
。ま

た
、
計
画
的
な
漁
獲
量
の
確

保
や
漁
業
基
盤
の
整
備
、
漁
業
組

織
の
強
化
に
よ
り
、
安
定
し
た
漁

業
経
営
を
促
し
、
漁
業
者
の
生
活

の
場
を
確
立
し
ま
す
。

創
造
的
な
企
業
活
動
の
促
進

地
場
産
業
の
近
代
化
と
強
化
に

よ
る
振
興
を
は
じ
め
、
職
場
環
境

の
整
備
と
保
全
に
努
め
、
企
業
間

の
交
流
を
進
め
て
町
内
産
業
の
全

体
的
な
向
上
を
図
り
、
魅
力
あ
る

就
業
の
場
を
確
保
し
ま
す
。

ま
た
、
事
業
所
設
置
の
推
進
に

快
適
な
居
住
環
境
づ
く
り
の
推
進

生
物
の
多
様
性
を
極
力
維
持

人
権
を
大
切
に
す
る

心
の
か
よ
っ
た
ふ
れ

あ
い
の
ま
ち

会
を
目
指
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
た
人
権
啓
発
・
教
育
や
各
種

事
業
に
よ
る
住
み
よ
い
社
会
環
境

づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

連
携
に
基
づ
く
地
域
社
会
づ
く
り

町
民
だ
れ
も
が
自
主
的
、
積
極

的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
、

連
携
の
も
と
で
進
め
る
町
民
自
治

の
し
く
み
づ
く
り
を
行
い
、
参
加

と
連
携
の
も
と
で
よ
り
よ
い
地
域

社
会
を
築
い
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
男
女
共
同
参

画
へ
の
意
識
を
持
ち
、
女
性
と
男

性
と
が
互
い
の
役
割
と
責
任
を
認

識
す
る
中
で
、
と
も
に
社
会
に
参

画
す
る
こ
と
に
よ
り
、
女
性
の
意

見
が
尊
重
さ
れ
、
能
力
が
発
揮
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

活
力
と
発
想
と
潤
い

に
満
ち
た
産
業
の
ま

ち

よ
り
、
産
業
振
興
と
雇
用
機
会
の

創
設
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

地
域
資
源
を
生
か
し
た
商
業
・
観

光
の
振
興

商
工
会
を
中
心
に
商
業
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
特
産
品
の

販
売
拠
点
と
な
る
施
設
の
整
備
を

促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
観

光
資
源
を
さ
ら
に
生
か
す
た
め

に
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う
体
験
型
観

光
拠
点
づ
く
り
、
高
度
な
情
報
発

信
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
町
民
が
携

わ
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
、
町
外
組

織
と
の
連
携
、
交
流
な
ど
を
進
め

ま
す
。

時
代
に
即
し
た
労
働
環
境
づ
く
り

関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
に

雇
用
の
安
定
を
図
り
、
勤
労
者
が

安
心
し
て
働
け
る
労
働
環
境
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ゆ
と

り
を
持
っ
て
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
勤
労
者
福
祉
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

自
然
と
調
和
し
た
み

ど
り
豊
か
な
環
境
の

ま
ち

し
、
資
源
循
環
型
の
生
活
様
式
へ

の
啓
発
、
誘
導
を
図
り
つ
つ
、
調

和
の
と
れ
た
居
住
環
境
を
創
造
す

る
た
め
、
ま
ず
、
森
林
や
海
岸
、

河
川
、
池
沼
な
ど
の
基
礎
的
条
件

と
な
る
自
然
の
保
全
に
努
め
、
環

境
や
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
公
園
、
緑
地
の
確
保

と
整
備
、
廃
棄
物
の
排
出
量
の
削

減
、
下
水
道
な
ど
の
整
備
に
よ
る

公
共
用
水
域
の
水
質
の
保
全
な

ど
、
身
近
な
地
域
か
ら
地
球
規
模

ま
で
の
環
境
保
全
活
動
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

治
水
事
業
の
面
で
は
、
河
川
改

修
の
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
公
営
住
宅
の
充
実
し
た
住

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

災
害
の
な
い
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り

町
民
が
、
安
全
に
、
か
つ
安
心

し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
総
合
的
な
消
防
・
防
災
体

制
の
確
立
を
図
る
な
ど
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と

も
に
、
交
通
事
故
や
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
安
心
し
て

生
活
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、
地

域
ぐ
る
み
に
よ
る
交
通
安
全
・
防

犯
活
動
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
が
安
全
で
豊
か
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地
域
全
体
で
取
り
組
む
子
育
て
の

推
進家

庭
、
地
域
、
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
所
な
ど
が
連
携
し
、
地
域
一

体
と
な
っ
た
学
習
環
境
、
子
育
て

に
取
り
組
む
体
制
を
つ
く
る
と
と

も
に
、
心
を
育
て
る
教
育
を
推
進

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

町
民
、
企
業
な
ど
と
町
と
が
、

明
和
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
と

将
来
像
を
共
有
し
、
互
い
に
自
立
、

自
主
の
も
と
に
協
働
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
気
運
の
醸
成
と
環

境
整
備
、
機
会
づ
く
り
を
行
い
ま

す
。そ

の
た
め
、
町
の
広
報
・
広
聴

活
動
や
情
報
公
開
を
充
実
し
、
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
町
民
、
企
業

な
ど
と
町
と
の
合
意
と
信
頼
関
係

の
形
成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
主
体
性
と

自
主
性
を
持
っ
た
町
民
や
町
民
組

織
な
ど
が
行
う
地
域
活
動
の
活
発

な
消
費
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
消
費
者
教
育
、
啓
発
活

動
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
消
費

者
団
体
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

住
み
よ
く
発
展
す
る
ま
ち
の
基
礎

づ
く
り

農
地
や
丘
陵
地
、
河
川
、
集
落

な
ど
を
一
体
的
に
と
ら
え
、
自
然

環
境
と
田
園
景
観
の
調
和
し
た
土

地
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
進

め
る
な
ど
、
ま
ち
の
機
能
向
上
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
自
転
車
歩

行
者
道
の
整
備
に
よ
る
交
通
弱
者

の
安
全
性
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

一
方
、
情
報
通
信
技
術
の
進
展

に
対
応
し
た
情
報
基
盤
の
整
備
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
が
よ

り
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
努
め
ま
す
。

知
性
と
感
性
を
は
ぐ

く
む
教
育
と
歴
史
と

文
化
の
ま
ち

し
、
21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
、
心
身
と
も
に
健
全
な
発
達
を

促
し
ま
す
。

地
域
に
開
か
れ
た
幼
稚
園
・
学

校
づ
く
り
を
推
進
し
、
地
域
に
お

け
る
子
育
て
や
児
童
、
青
少
年
の

健
全
育
成
の
拠
点
と
し
て
園
や
学

校
を
活
用
し
つ
つ
、
地
域
の
声
や

人
材
が
生
か
さ
れ
る
園
・
学
校
運

営
を
目
指
し
ま
す
。

学
習
・
文
化
活
動
の
促
進

豊
か
な
心
と
生
き
が
い
を
は
ぐ

く
む
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
に
向

け
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
た

い
人
が
い
つ
で
も
学
べ
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
、
町
民
の
学
習
・

文
化
活
動
が
ま
ち
の
個
性
や
魅
力

に
つ
な
が
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
展
開
し
ま
す
。

町
民
に
よ
る
主
体
的
な
学
習
活

動
を
展
開
す
る
た
め
、
生
涯
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
文
化
振
興
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
、
町
民
参
加
の
も
と
で

活
動
を
進
め
る
し
く
み
を
つ
く
り

ま
す
。

地
域
文
化
の
継
承
・
創
造
と
発
信

明
和
町
の
個
性
で
あ
り
、
町
民

の
誇
り
で
あ
る
文
化
財
を
後
世
へ

と
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
適
切

な
保
存
を
行
う
と
と
も
に
、
文
化

財
や
郷
土
に
親
し
み
を
持
て
る
よ

新
し
い
時
代
に
対
応

し
た
町
政
の
運
営

化
を
促
進
し
ま
す
。

効
率
的
な
行
財
政
運
営

地
方
分
権
の
推
進
に
と
も
な
う

新
し
い
地
方
行
政
に
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
事
務
事
業
の

処
理
方
法
の
改
革
、
整
備
、
職
員

の
定
員
管
理
と
能
力
の
向
上
、
情

報
公
開
、
町
民
参
加
、
行
政
評
価

シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
民
間
活
力
導

入
の
検
討
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

町
税
収
納
率
の
向
上
、
町
産
業

の
活
性
化
、
企
業
誘
致
に
よ
る
税

財
源
の
創
出
な
ど
、
財
源
の
確
保

や
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
町

政
全
般
に
つ
い
て
事
務

事
業
の
見
直
し
や
内
部

経
費
の
節
減
を
進
め
、

財
政
負
担
の
軽
減
を
行

う
と
と
も
に
、「
第
４
次

明
和
町
総
合
計
画
」
に

基
づ
く
計
画
的
、
選
択

的
な
施
策
、
事
業
の
推

進
に
努
め
、
財
政
の
健

全
化
を
図
り
ま
す
。

地
方
分
権
へ
の
対
応

地
方
分
権
の
推
進
に

と
も
な
い
、
国
、
県
、

町
の
分
担
す
る
べ
き
行

政
の
役
割
を
明
確
に
し
、

本
町
の
特
性
を
生
か
し

う
、
文
化
財
の
保
護
、
保
存
、
啓

発
に
努
め
ま
す
。
斎
宮
跡
に
つ
い

て
は
、
県
、
町
の
役
割
分
担
の
も

と
で
、
保
存
団
体
や
町
民
の
協
力

を
得
つ
つ
、
土
地
公
有
化
と
調
査
、

研
究
を
推
進
し
、
史
跡
の
活
用
を

図
り
ま
す
。

文
化
財
を
は
じ
め
と
し
て
、

様
々
な
分
野
で
の
町
民
レ
ベ
ル
の

交
流
活
動
を
促
進
し
、
地
域
間
交

流
、
国
際
交
流
を
通
じ
て
、
郷
土

に
対
す
る
認
識
や
愛
着
を
高
め
て

い
き
ま
す
。

た
、
主
体
性
を
持
っ
た
行
政
を
進

め
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
方
分
権

に
対
応
し
た
町
の
組
織
、
機
構
の

整
備
充
実
と
人
材
の
育
成
確
保
、

町
民
参
加
の
促
進
、
情
報
公
開
の

実
施
な
ど
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
既
存
の
一
部
事
務
組
合

に
お
け
る
各
種
の
広
域
事
務
事
業

へ
の
取
り
組
み
は
堅
持
し
て
い
く

と
と
も
に
、
財
政
基
盤
の
強
化
、

多
様
化
、
専
門
化
す
る
行
政
需
要

へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
市
町

村
合
併
を
含
め
将
来
の
行
政
体
制

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
町
民
の
意

向
を
第
一
義
に
し
て
、
対
応
し
て

い
き
ま
す
。
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【明和町ホームページ】
\http://www.town.meiwa.mie.jp

【明和町Eメールアドレス】
Nsoumu@town.mie-meiwa.lg.jp（総務課）

平
成

2
0
(
2
0
0
8
)
年

町
制

5
0
周

年
記

念
号

N
o
.4
9
1

非核平和の町宣言
平成３(1991)年９月17日制定

非核平和の町を次のとおり宣言する。

世界の恒久平和は、人類共通の願いである。

しかしながら、核戦争の危機は依然として存在し、人

類の生存に深刻な脅威を与えている。

われわれは、世界で唯一の核被爆国民として、また、

永久に戦争の放棄を誓った国民として、人類が再び同じ

過ちを繰り返さないよう核兵器の廃絶と世界平和の実現

に努力しなければならない。

かけがえのない地球の平和と、愛と、命、そして美し

い山河を守るため、わが明和町は、国是ともいうべき

「持たず、つくらず、持ち込ませず」の非核三原則が平

和を愛するすべての国の原則となることを希求し、ここ

に非核平和の町となることを宣言する。

「人権尊重の町」宣言
平成４(1992)年３月12日制定

「人権尊重の町」を次のとおり宣言する。

すべての国民は、日本国憲法のもとに基本的人権が保

障されている。

しかしながら、われわれの周りには部落差別をはじめ

さまざまな人権侵害の事象が後を絶たないのが現状であ

る。

すべての人が幸せに生きるためには、お互いの人権を

尊重しあうことが必要不可欠であり、その実現のために

努力をしていかなければならない。

よって、わが明和町は、すべての町民の人権が尊重さ

れ”明るく住みよいめいわ“を実現するため、ここに

「人権尊重の町」を宣言する。

明和町民憲章 昭和63(1988)年６月17日制定

〈前文〉

わたくしたちは、恵まれた風土とかおり高い歴史に誇りを

もち、郷土の躍進を願って、この憲章を定めます。

〈本文〉

一、きずこう 希望あふれるあすの明和を

一、めざそう みんなの力で豊かなくらしを

一、まもろう あたたかい心で自然と文化を

一、のばそう すこやかにともに高まる若い力を

一、ひらこう 世界と未来に心の窓を

町
の
木
「
マ
キ
」

昭
和
54(

１
９
７
９)

年
７
月
20
日
制
定

古
来
、
明
和
町
に
多
生
し
、
常
緑
に
し
て
再
生
力
強
く
、
四
季

に
耐
え
る
。
防
火

防
風
の
た
め
の
生

け
垣
、
庭
園
樹
な

ど
、
そ
の
範
囲
は

広
い
。

ま
た
、
公
害
や

病
害
虫
に
強
く
、

土
質
を
選
ば
ず
、

樹

齢

は

特

に

な

い
。

町
の
花
「
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
」

昭
和
63(

１
９
８
８)

年
６
月
17
日
制
定

現
在
栽
培
さ
れ
て
い
る
花
シ
ョ
ウ
ブ
の
原
種
で
あ
り
、
こ
の
群

落
が
昭
和
11
年
12

月
16
日
、
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
た
。
俗
に
ど

ん

ど

花

と

呼

ば

れ
、
古
来
斎
宮
の

名
花
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
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